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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第72期

第３四半期連結
累計期間

第73期
第３四半期連結

累計期間
第72期

会計期間
自平成24年４月１日
至平成24年12月31日

自平成25年４月１日
至平成25年12月31日

自平成24年４月１日
至平成25年３月31日

売上高（百万円） 104,863 121,913 140,511

経常利益（百万円） 11,544 12,630 15,827

四半期（当期）純利益（百万円） 6,792 8,277 9,304

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
7,180 11,407 12,601

純資産額（百万円） 132,005 145,728 137,430

総資産額（百万円） 183,221 226,034 194,258

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
97.54 118.84 133.62

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
97.37 118.55 133.37

自己資本比率（％） 72.0 64.4 70.7

　

回次
第72期

第３四半期連結
会計期間

第73期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自平成24年10月１日
至平成24年12月31日

自平成25年10月１日
至平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額

（円）
42.74 43.17

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の金融・財政政策の効果により企業収益は改善し、個

人消費にも持ち直しが見られるなど景気はゆるやかな回復基調で推移いたしました。

当物流業界におきましては、消費税率引上げに伴う駆け込み需要により貨物取扱量は増加しておりますが、燃

料価格の上昇や競争の激化などにより、厳しい経営環境が続いております。

このような状況のもと、当社グループにおきましては主要顧客である自動車及び住宅関連の貨物取扱量が増加

したことなどにより、売上高は前年同期比16.3％増の1,219億13百万円となりました。

営業利益につきましては、増収効果により、前年同期比9.7％増の112億31百万円となりました。

経常利益につきましては、前年同期比9.4％増の126億30百万円となりました。

税金等調整前四半期純利益につきましては、投資有価証券売却益の増加などにより前年同期比21.0％増の136

億91百万円となりました。　

この結果、四半期純利益につきましては、前年同期比21.9％増の82億77百万円となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

①　運送事業

貨物取扱量の増加により、売上高は前年同期比20.9％増の639億30百万円となりました。営業利益は、原油

価格上昇に伴う燃料費の増加や減価償却費の増加などにより前年同期比3.2％増の27億48百万円にとどまりま

した。

②　倉庫事業

保管貨物量の増加や前期末に連結子会社化した㈱信栄倉庫（平成25年11月１日付で当社に吸収合併）の寄

与により、売上高は前年同期比7.3％増の164億24百万円となりました。営業利益は、増収効果などにより前

年同期比5.5％増の41億66百万円となりました。

③　梱包事業

業務量の増加により、売上高は前年同期比12.0％増の281億31百万円となりました。営業利益は、増収効果

などにより前年同期比11.4％増の24億44百万円となりました。

④　テスト事業

業務量の増加により、売上高は前年同期比17.3％増の91億97百万円となりました。営業利益は、増収効果

により前年同期比58.4％増の11億26百万円となりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 152,000,000

計 152,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成25年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成26年２月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 70,239,892 70,239,892
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 70,239,892 70,239,892 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成25年10月１日～

平成25年12月31日
－ 70,239,892 － 11,316 － 12,332

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成25年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 593,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 69,595,200 695,952 －

単元未満株式 普通株式 50,792 － －

発行済株式総数 70,239,892 － －

総株主の議決権 － 695,952 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式75株が含まれております。

 

②【自己株式等】

　 平成25年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

日本梱包運輸倉庫株式会社
東京都中央区明石町

６番17号
593,900 － 593,900 0.85

計 － 593,900 － 593,900 0.85
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２【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

（1）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役

専務執行役員

　

埼玉事業部長

　

取締役

専務執行役員

　

－

　

長岡　敏巳 平成25年８月２日

取締役

常務執行役員
AEO管理室長

取締役

常務執行役員

法務部長

兼

AEO管理室長

栗栖　　隆 平成25年９月30日

取締役

常務執行役員
輸送安全管理室長

取締役

常務執行役員

輸送安全管理室長

兼

品質安全管理部長

兼

安全運転研修セン

 ター長

佐野　恭行 平成25年12月15日

　

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における執行役員の異動は、次のとおりであります。

（1）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

執行役員

　

物流企画室長

　

執行役員

埼玉事業部長

兼　

物流企画室長

江原　勝雅 平成25年８月２日

執行役員

　

法務部長

　

執行役員
日梱物流(中国)

有限公司総経理
深海　　隆 平成25年10月１日

執行役員

法務部長

兼

経営企画室長

執行役員 法務部長 深海　　隆 平成25年11月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日から平

成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 14,409 13,319

受取手形及び売掛金 26,547 31,842

有価証券 9,874 30,221

商品及び製品 15 31

原材料及び貯蔵品 362 438

繰延税金資産 1,627 1,591

その他 1,816 2,025

貸倒引当金 △12 △6

流動資産合計 54,641 79,465

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 39,165 41,032

機械装置及び運搬具（純額） 2,550 3,657

工具、器具及び備品（純額） 931 969

土地 63,809 64,975

リース資産（純額） 149 188

建設仮勘定 2,276 3,147

有形固定資産合計 108,883 113,969

無形固定資産 1,266 1,349

投資その他の資産

投資有価証券 25,468 27,310

長期貸付金 162 399

繰延税金資産 1,744 1,676

その他 2,207 1,976

貸倒引当金 △115 △113

投資その他の資産合計 29,467 31,249

固定資産合計 139,617 146,568

資産合計 194,258 226,034
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,376 12,655

電子記録債務 4,123 5,017

短期借入金 4,397 6,480

1年内償還予定の社債 500 300

リース債務 58 48

未払法人税等 3,588 2,991

賞与引当金 2,726 1,328

役員賞与引当金 142 104

設備関係支払手形 471 698

営業外電子記録債務 406 1,642

その他 8,369 8,895

流動負債合計 33,162 40,163

固定負債

社債 200 20,100

長期借入金 11,603 6,752

リース債務 97 141

繰延税金負債 4,972 6,227

退職給付引当金 5,589 5,726

役員退職慰労引当金 218 201

その他 985 994

固定負債合計 23,665 40,142

負債合計 56,828 80,306

純資産の部

株主資本

資本金 11,316 11,316

資本剰余金 12,332 12,332

利益剰余金 105,932 111,022

自己株式 △802 △792

株主資本合計 128,779 133,879

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 9,040 11,537

為替換算調整勘定 △565 58

その他の包括利益累計額合計 8,474 11,596

新株予約権 120 187

少数株主持分 56 64

純資産合計 137,430 145,728

負債純資産合計 194,258 226,034

EDINET提出書類

日本梱包運輸倉庫株式会社(E04191)

四半期報告書

 9/18



（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

売上高 104,863 121,913

売上原価 89,689 105,282

売上総利益 15,174 16,630

販売費及び一般管理費 4,935 5,398

営業利益 10,239 11,231

営業外収益

受取利息 123 210

受取配当金 289 328

受取賃貸料 53 53

持分法による投資利益 249 19

受取補償金 173 10

為替差益 160 215

投資有価証券評価益 － 215

雑収入 466 595

営業外収益合計 1,515 1,649

営業外費用

支払利息 154 83

社債発行費 － 105

雑支出 56 61

営業外費用合計 210 250

経常利益 11,544 12,630

特別利益

固定資産売却益 75 35

投資有価証券売却益 － 1,158

負ののれん発生益 2 －

特別利益合計 77 1,194

特別損失

固定資産売却損 6 35

固定資産除却損 58 25

投資有価証券評価損 0 －

投資有価証券売却損 1 10

減損損失 － 3

組織再編費用 － 59

厚生年金基金脱退拠出金 237 －

特別損失合計 304 133

税金等調整前四半期純利益 11,316 13,691

法人税等 4,523 5,405

少数株主損益調整前四半期純利益 6,793 8,285

少数株主利益 0 8

四半期純利益 6,792 8,277
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
　至　平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 6,793 8,285

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △28 2,497

為替換算調整勘定 414 763

持分法適用会社に対する持分相当額 1 △138

その他の包括利益合計 387 3,122

四半期包括利益 7,180 11,407

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 7,182 11,399

少数株主に係る四半期包括利益 △1 8
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

当第３四半期連結会計期間より、AUTO TECHNIC AMERICAS,INC.は新たに設立したため、連結の範囲に含めて

おります。また、日本梱包運輸㈱は、日本梱包運輸㈱（平成25年12月２日付で㈱ニッコン奈良へ商号変更）か

ら新設分割により設立したため、連結の範囲に含めております。更に、連結子会社であった㈱信栄倉庫は当社

により吸収合併されたため、連結の範囲から除外しております。

　

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

第１四半期連結会計期間より、PT NIPPON KONPO INDONESIA、NIPPON KONPO INDIA PRIVATE LTD.及びNIPPON

KONPO HOCHIMINH INC.は重要性が増したため、持分法適用の範囲に含めております。

　

　

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の連結グループ各社の税引前当期純利益

に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算

しております。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　組織再編費用

当第３四半期連結累計期間（自　平成25年４月１日　至　平成25年12月31日）

当社と株式会社信栄倉庫（連結子会社）との組織再編に伴う社員移行に係る一時金等であります。

　

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日）

減価償却費 3,489百万円 3,810百万円
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日

定時株主総会
普通株式 974 14 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月２日

取締役会
普通株式 835 12 平成24年９月30日 平成24年12月10日 利益剰余金

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 1,740 25 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

平成25年11月１日

取締役会
普通株式 1,392 20 平成25年９月30日 平成25年12月９日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自平成24年４月１日　至平成24年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:百万円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 52,871 15,306 25,126 7,840 101,145 3,718 104,863

セグメント間の内部売

上高又は振替高
89 143 329 － 562 761 1,323

計 52,961 15,450 25,455 7,840 101,708 4,479 106,187

セグメント利益 2,663 3,948 2,193 711 9,516 521 10,038

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含

んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

　

(単位:百万円)

利益 金額

報告セグメント計 9,516

「その他」の区分の利益 521

その他の調整額（注） 201

四半期連結損益計算書の営業利益 10,239

（注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。

　

　

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自平成25年４月１日　至平成25年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位:百万円)

　

報告セグメント
その他
（注）

合計
運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 63,930 16,424 28,131 9,197 117,684 4,228 121,913

セグメント間の内部売

上高又は振替高
133 179 523 13 850 726 1,576

計 64,063 16,603 28,655 9,211 118,534 4,955 123,489

セグメント利益 2,748 4,166 2,444 1,126 10,486 627 11,113

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含

んでおります。

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

　

(単位:百万円)

利益 金額

報告セグメント計 10,486

「その他」の区分の利益 627

その他の調整額（注） 117

四半期連結損益計算書の営業利益 11,231

（注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。

　

　

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成25年４月１日
至　平成25年12月31日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 97円54銭 118円84銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 6,792 8,277

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 6,792 8,277

普通株式の期中平均株式数（千株） 69,639 69,646

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 97円37銭 118円55銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 120 172

（うち新株予約権）（千株） （120） （172）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含まれな

かった潜在株式で、前連結会計年度末から重要

な変動があったものの概要

－ －

　

　

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

平成25年11月１日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（１）配当金の総額……………………………………1,392百万円

（２）１株当たりの金額………………………………20円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成25年12月９日

（注）　平成25年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年２月12日

日本梱包運輸倉庫株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　小　野　友　之　　印

　

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　内　田　好　久　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日本梱包運輸倉

庫株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成25年10月１日

から平成25年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年４月１日から平成25年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任　

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論　

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日本梱包運輸倉庫株式会社及び連結子会社の平成25年12月31日現在の

財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

　

利害関係　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（注）　　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管している。

　　なお、四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。
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